
事業区分

相談

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区内職相談事業実施要領根拠法令等

事業対象

事務事業名 家内副業相談
産業振興課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

　

その他

所
管

文化産業観光部

内職を希望する区民及び求人企業

〔法令等名〕

244

なし

内職を希望する区民と求人企業の相互の希望や条件に合わせた仕事のあっ旋を行う。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

日実施期間

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
245

内職を希望する区民及び求人企業に対して相談、あっ旋を行うことにより、区民生活の安定と向上を図る。

244

成果指標
就労率（就労人数／あっ旋人数）

2,499　人にかかるコスト（人件費など）

3

2,561

内職受付表の裏面に「仕事をする時の心得」を記載し、求職者の意識を高めた。

0

75.0

105

69.9

2,561

11

0

　決算額　　(単位：千円) 14

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

相談者数

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

就職が困難あるいは子育て中など、諸事情により外で働くことができない区民に対して、就労の
機会を提供しており、一定の効果を上げていることから事業規模は維持する。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

求職者数は減少傾向にあるが、外で働くことができない区民に対して就労の機会を提供しており、依然として
必要性は高い。

維持

評
価
結
果

求職者の希望条件等を踏まえて適切なあっ旋を行うように努めた。

3 区が仲介することで、求人企業、求職者、双方から安心感を得られている。

予算は必要最小限の額であり、あっ旋数を考慮しても高い効率性を保っている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 3

0

2,513

財源項目

(単位：千円)

2,556

効率性

110 135人

84.3 69.1

14

必要性

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 2,513

0

0 0

2,606

2,550

11

％

事
務
事
業
の
実
績

年度昭和 85 [終了予定] 年度-　 　

50

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

244

50

110

2,606

0


